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令和５年度「学習力サポートテスト」や令和４年度学力向上プランの検証結果、学校評価の結

果等によって明らかになった課題及び要因 

 児童・生徒の学力の課題 主な要因 

国 語 

〇「令和５年度学習力サポートテスト」では、正答率は全

国の平均を４年は12.8ポイント、５年は11.3ポイント、

６年は12.8ポイント上回っている。区の平均値も４年は

3.5ポイント、５年は2.2ポイント、６年は3.6ポイント上

回っている。また、主体的に学習に取り組む態度は、４

年・５年・６年ともに、全国平均を20ポイント以上、上

回っている。 

 

▲全国の正答率を上回っているものの、４年・５年は、「物

語文の読み取り」６年は「説明文の読み取り」が、若干

低い。 

〇国語辞典を手元におき、

語彙力の向上を図ってい

る。漢字の反復学習では、

タブレット端末を活用

し、定着を図っている。

朝の読書タイムで読書に

親しむ習慣が身に付いて

いる。 

▲朝の読書タイムや読書月

間の取り組みで、様々な

ジャンルの本に興味がも

てるように指導してい

く。 

算 数 

〇「令和５年度学習力サポートテスト」では、正答率は全

国の平均を４年は11.7ポイント、５年は9.4ポイント、６

年は16.5ポイント上回っている。区の平均値も４年は0.8

ポイント、５年生は0.7ポイント、６年は3.7ポイント上

回っている。また、主体的に学習に取り組む態度は、４

年・５年・６年ともに、全国平均を10ポイント以上、上

回っている。 

▲全国の正答率は上回っているものの、４年は「長さ・重

さ」５年は「角の大きさ」の図形領域が若干低い。また、

「数と計算」領域では、４年、5年は、「小数のしくみ」6

年は「分数の計算」が若干低い。 

〇習熟度別少人数指導や放

課後の「ステップアップ

教室」での補充学習の徹

底により、基礎的な学力

が身に付き、個に応じた

指導の効果が表れてい

る。 

▲「図形」では、長さや重

さの単位の換算や分度器

の使い方が十分定着して

いない。「数と計算」では、

小数のしくみや通分をす

①基礎的・基本的な「知識及び技能」の習得と「思考力、判断力、表現力等」・「学びに向かう力、人間性等」をバラン

ス良く育成し、学力の定着を目指す。 

 ・算数習熟度別少人数指導の充実 ・理科の実験・観察を基にした考察の充実 ・個に応じた指導の充実  

②「主体的・対話的で深い学び」の実現を図る。 

 ・学び合いのある授業づくり ・言語活動の充実 

③ＩＣＴ機器を活用した指導の充実を図る。 

 ・課題解決能力、情報処理能力を培うための ICT機器を活用した授業づくり ・ドリルソフトの活用 

自ら学ぶ子・思いやりのある子・心とからだの健康な子 

別紙 



る分数の計算が十分定着

していない。タブレット

端末の活用や放課後の

「ステップアップ教室」

で個別指導を行ってい

く。 

社 会 

〇「令和５年度学習力サポートテスト」では、正答率は全

国の平均を４年は6.2ポイント、５年は、14.3ポイント、

６年は12.4ポイント上回っている。区の平均値も５年は

1.8ポイント、６年は2.9ポイント上回っている。 

 

 

▲４年は0.2ポイント区の平均値を下回っている。観点別正

答率で見ると、「思考・判断・表現」が、1.2ポイント区

の平均値を下回っている。 

 

 

▲資料を適切に読み取り、資料から考えたり、調べたこと

を既存の知識と比較、関連付けて思考したりすることに

課題がある。 

〇調べ学習や単元ごとにま

とめの活動を行ったこと

で主体的に学習する姿勢

につながり、習得した知

識を生かして、学びを深

めることができた。 

▲コロナ禍で制限があり、

校外に出て、見学や体験

する機会が少なかったこ

とが原因として考えられ

る。 

▲資料の読み取り方や調べ

たことをまとめる具体的

な指導に課題がある。 

理 科 

〇「令和５年度学習力サポートテスト」では、正答率は全

国の平均を４年は9.3ポイント、５年は10.7ポイント、６

年は11.7ポイント上回っている。区の平均値も４年は、

4.0ポイント、５年は4.5ポイント、６年は6.8ポイント上

回っている。また、４年・５年・６年ともに、主体的に

学習に取り組む態度は、全国平均を10ポイント以上、上

回っている。 

▲４年の「植物の育ち方」や５年の「１年間の動物のよう

す」では、全国正答率を若干下回っている。 

 

〇理科室が整備され、観察

や実験が計画的に行われ

てきたため、興味・関心

をもち、主体的に学習に

取り組んできた成果が見

られる。 

 

▲植物や動物について、１

年間継続して観察するこ

とが環境的に厳しいこと

が原因として考えられ

る。 

英 語 

〇「令和５年度学習力サポートテスト」では、正答率は全

国の平均を6.6ポイント、区平均値を2.5ポイント上回っ

ている。 

〇英語に関心をもち、楽しみながら意欲的に学習に取り組

むことができている。 

▲アルファベットの書きや日常会話の聞き取りに課題があ

る。 

 

 

〇ＡＬＴと打ち合わせを行

い、連携を図りながら、

計画的に授業を進めるこ

とができている。 

 

▲アルファベットの大文字

と小文字を区別して書く

時間を十分に確保できて

いない。リスニング力を

高める授業改善が必要で

ある。 



体 育 

○「令和５年度 東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・

運動習慣等調査」では、全学年、男女ともに「反復横と

び」「立ち幅とび」で、全国、都の平均を上回っている。 

▲全学年、男女ともに「握力」「ソフトボール投げ」で全国

の平均を下回っている。特に「握力」は区や都の平均も

下回っている。 

▲１年、２年、４年、５年、６年の男子、１年、２年、４

年、５年、６年の女子の「20ｍシャトルラン」では、全

国の平均を下回っている。また、１年生は多くの種目で

区、都、全国の平均を下回る結果となっている。 

○マイスクールスポーツ

で、縄跳びに取り組んで

いる成果が表れている。 

▲体力テストの行い方を理

解できるように、練習時

間を十分に確保する。普

段から「握力」や「ソフ

トボール投げ」につなが

るに運動を日常的に取り

入れていく。 

学力向上に向けた視点 年度末までの目標及び指標 

① 各教科 

国語 

〇「令和６年度学習力サポートテスト」の全ての実施学年で、それぞ

れ区平均点を４ポイント上回るようにする。 

〇読むことについて、すべての実施学年で区の平均を上回るようにす

る。 

算数 

〇「令和６年度学習力サポートテスト」の全ての実施学年で、それぞ

れ区平均点を３ポイント上回るようにする。 

〇図形領域について、すべての実施学年で区の平均を上回るようにす

る。 

社会 

〇「令和６年度学習力サポートテスト」の全ての実施学年で、それぞ

れ区平均点を３ポイント上回るようにする。 

〇資料活用能力を図る問題について、全ての実施学年で、区の平均を

上回るようにする。 

理科 

〇「令和６年度学習力サポートテスト」の全ての実施学年で、それぞ

れ区平均点を５ポイント上回るようにする。 

〇植物の育ち方や動物の様子に関する問題について、全ての実施学年

で全国の平均を上回るようにする。 

英語 

〇「令和６年度学習力サポートテスト」の全ての実施学年で、それぞ

れ区平均点を３ポイント上回るようにする。 

〇「アルファベットの書き」や「日常会話の聞き取り」の問題につい

て、全国の平均を上回るようにする。 

体育 
〇令和６年度体力調査のすべての実施学年で、体力調査で各項目平均

0.5ポイント上昇を目指す。 

② 授業改善 

・各教科等の「見方・考え方」を全教師が理解(100%)し、「主体的・

対話的で深い学び」の実現に向けて授業改善を行う。また、指導計

画に基づき、すべての単元(100%)で意図的に「学び合い」の場、自

分の考えをより深く考察する場を設定する。 

・児童の主体的な学習態度を育てるために、全学年においてタブレッ

ト端末を一日１時間以上使用し、個別学習、グループ学習、一斉学

習で個の学びが深まる授業展開の工夫を行い、より効果的な活用方

法を校内で検討し、授業改善につなげる。 

③ 家庭との連携 

・学校公開、保護者会、個人面談、学校便り、ホームページ、Google 

Classroom等を活用し、積極的に情報を発信したり、家庭と十分に

連絡を取り合ったりして、教育活動の理解を図る。 

・年２回の児童・保護者による学校評価アンケートを実施し、教育活



動の改善を図るとともに、学校からの家庭への情報発信への肯定度

を85%にする。 

④ 体力向上 

・マイスクールスポーツとして、全児童が休み時間や朝の時間に一定

期間、縄跳びなどの共通した取組を行い、特色ある教育の推進を図

ると共に、体力の向上や運動することへの意識の高まりにつなげ

る。 

 

 

【目標達成のための具体的な取組内容】 

① 各教科 

国語 

・話の聞き方や発表の仕方の約束（学習の７つの約束）の徹底を図る。 

・朝読書の時間や図書の時間では、読書の幅を広げるようにする。 

・学習で出てきた文章を丁寧に読み取る機会を作り、文章の内容を正しく読み

取ることができるようにする。また、問われていることに対して、どのよう

に答えるべきか、演習を重ねる。 

・漢字ドリルやミニテスト等を行い、反復練習を行うことで、へんやつくりな

どを正しく覚えられるようにする。また、文章を書く際には、これまでに学

習した漢字を正しく使うように指導するとともに、辞書を手元に置き、分か

らない言葉や漢字は自分で調べる習慣をつけさせる。 

・タブレット端末のドリルソフトを活用し、習熟を図る。 

算数 

・単元に入る前に、既習事項を確認した上で、課題に取り組ませていく。また、

演算決定の際、図や数直線を活用する場面を設定していく。数直線の見方や

とらえ方についても指導していく。 

・自分の思考や友達の意見を取り入れたノートの書き方を指導する。 

・東京ベーシック・ドリルの診断テストを活用して児童の課題を明確にし、算

数ステップアップ教室で補習することで既習した学習の習熟を図る。 

・タブレット端末のドリルソフトを活用し、習熟を図る。 

社会 

・導入では、社会的事象から課題をつかみ学習問題を立て、その解決のために

教科書や資料集の資料を活用し、一つの資料から、さまざまな情報を読み取

る活動をし、そこから考えられることを話し合う学習展開を取り入れる。 

・実際に見学をしたり、タブレット端末を効果的に活用したりして、意欲的に

調べ学習ができるようにする。 

・多くの情報を取捨選択し、整理してまとめる活動を通して、学習内容を自分

の言葉で説明や表現ができるようにする。 

・タブレット端末のドリルソフトを活用し、習熟を図る。 

理科 

・学習問題に対して、予想や実験方法を考える場面を丁寧に扱い、一人一人が

実験器具を操作できる場を意図的に設定する。 

・既習の実験・観察の過程や結果を根拠として、予想を立てたり、実験・観察

の過程や結果から考察したことを記述したりするなど、思考を深めるノート

の書き方を指導する。 

・タブレット端末を活用し、植物の観察等を継続的に行い、一年間の様子が分

かるようにしていく。 

・タブレット端末のドリルソフトを活用し、習熟を図る。 

英語 

・ＡＬＴとのコミュニケーションを取り入れた授業を展開することで、それぞ

れの場面の受け答えについてより深く理解するようにしていく。 

・学習したことを生かす場として、ＡＬＴと児童の１対１のアセスメントテス

トを実施する。 

・提示する絵カードに文字を入れ、文字に親しむことができるように工夫する。 

・アルファベットを正しく書く時間を定期的に取り入れ、大文字と小文字の違

いの定着を図る。   



体育 

・昨年度の体力調査の結果を分析したものを学年で共通理解し、意図的・計画

的に苦手な分野を強化する運動を取り入れる。(特に、握力やソフトボール投

げにつながる運動) 

・児童に昨年度の記録から明確な目標を立て運動に取り組ませることでより高

い意識で取り組むようにする。 

・体育授業の準備運動の中で、継続して握力の運動に取り組んだり、学校行事

と連携させ目標を明確にした長縄跳び、短縄跳びや持久走に取り組んだりす

ることで、基礎体力向上を図る。 

②授業改善 

取組Ⅰ 

主体的・対話的で深い学びを通しての授業づくり 

・各教科等の授業の中で言語活動を充実させるとともに、「学び合い」の時

間を位置付け、発表、対話、討論、話合い等を意図的・計画的に発達段

階に応じて取り入れる。特に、生活科や理科の学習では、理科の実験・

観察を基にした考察の充実を図るため、継続的な観察活動を実施すると

ともに、観察・実験結果からより深く考察するための学び合いの場を意

図的に設定する。 

取組Ⅱ 

基礎的・基本的な学力の定着の徹底 

・算数科では、１・２年生は担任と都講師で学級数＋１グループ、３～６年生

は担任と少人数指導教員、区講師２名により、３学級の学年は６展開、４学

級の学年は２学級ずつ４展開とし、全学年習熟度別少人数指導を行う。 

・タブレット端末等の ICT機器を効果的に活用して児童の主体的な学習を促し、

個に応じた指導につなげていく。ドリルソフトを活用して学習の定着を図る。 

③家庭との連携 

取組Ⅰ 

家庭への情報発信 

・学校便りや学年便り、個人面談、保護者会等を活用し、積極的に情報発信を

Google Classroomを活用して行う。 

・保護者会等で、目指す児童像を示すとともに、学習の定着に向けた家庭学習

への取組についての理解を求める。 

取組Ⅱ 

学校アンケートの実施 

・学校公開時のアンケートによる授業評価、年２回の児童・保護者による学校

評価アンケートを実施する。 

・保護者からの要望・改善点等を早期解決し、信頼関係を構築する。 

④体力向上 

取組Ⅰ 

マイスクールスポーツの推進 

・校内持久走大会（ARIMA RUN）に向けて、体育の授業及び休み時間に時間走

を全校で取り組む。 

・縄跳びカードを全校共通で年間を通して取り組む。 

取組Ⅱ 

体育授業の充実と継続的な体力アップを目指した取組 

・体力調査の結果を基に、体力向上に関する運動例から各学級の実態に合わせ

て授業で継続的に取り組む。 

・休み時間に多様な運動に取り組むことができるように環境を整備する。特に

ボールを投げる運動に児童が取り組むことができるようにする。 

 


